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一 彼 の読書範囲について 一

(1)

玉 井

序

武

Ofmyposi七ion,thepeculiari七ywasthatIneverbelongedto

anycluster;Ishrankfromcasualacquaintanee,and,throughthe

gri皿years,hadbu七 〇nefriendwi七hwhomIheldconverse_..Mhe

tru七histhatIhaveneverlearn七toregardmyselfasa``member

ofsociety.　 ・PrivatePapersofHenryRyeGroft

噂

・このRyecrof七 の文 章 か ら察 してみ る と,Gissingは 友 人 や知 已 と語 り興 じ,

そ の中 に 自分 の作 品 の粗材 を求 め るとい うことは出来 なかつ た もので あろ う。

Maughamが 作 家志 望 の者 は よ ろ し く数 年 を医者修業 に費すべ し と云つてい る

の と皮肉 な対照 をなしてい る。従つてGissingの 世 の中 に 関す る実 際 的 な智

識 は 限定 された もので あ り,こ の欠 陥 を補 う主 た る もの は,読 書 を通 して 得 た

智 識 で あつ ただ ろ う。彼の ロン ドン生活は,決 レて明 るい もので は なかつ たが,

よ くそれ を忍 耐 し得 たの も,読 書 の楽 み に よ る ところ が大 きかつ た ことと思 う。

Antaci七umsilvasin七erreptaresalubres,

Curantemquidquiddignumsapientebonoqueest?

(あ るは ま た,う ち もだ しつ つ さ ま よ うや繁 み も深 き森 のさなかを∫

賢 く,正 し き人 らし う,思 い に耽 りて。)
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と,GoodgeStree七 の古本 屋 の店 頭 か ら堀 り出 した 且eyneのTibullusを ・

懐 し くひ もどきなが ら・そ の人 にまつわ る ローマ文学 を偲ん だ り,又Portland『-

RoadS七ation附 近 の小 さな書 店 で,Gibbonの 初 版 に出会 し,上 衣 ぐ らい売

りとば して もこの綺 麗 な四つ 折本 を手 に入れたい と思 う心境が,Ryecrof七 の

「春 」 の部 に誌 る され てい るが,彼 の読書 生 活 の姿 もしの ばれ て 興味深 い。今

Gissingの 読書 の範 囲 を,彼 の著 作 の 引用 文 を頼 りに して辿つ てみ る とい うこ

とは,彼 の一面 を知 る上 に於 て極 め て 意義深 い ことであ ると信ず る。Priva七e

PapersofHenryRfecroftは この種 の 目的 に最 も副 う材 料 を与 える もの故

先ず最初 は これを申心 にして,順 次 他 の作 品 に及 ぼ して,広 漠 た る彼 の読書 の

世 界 に最 初 の探照 の光 を投 じてみたい。

SHAKESPEARE

WilliamShakespeare(1564～1616)の 作 品 は,彼 の最 も愛 読 し た もの で あ

ろ う。即 ち,彼 はRyecroftの 「夏 」 の 第 二 十 七 章 に於 てTempes七 の読 後 感

を 述 べ,そ の 結 び の 一 節 に次 ぎの 如 く語 つ て い る。

Among七hemanyreasonswhichmakemegIadtohavebeellborn

inEngland,oneof七hefirs七is七hatIreadShakespeareinmy

mo七her七 〇ngue.IfItry七 〇imaginemyselfasonewhocanno七know

himfacetoface,whohearshimonIyspeakingfromafar,and七ha七

inaccentswhichonlythroughtheIabouringin七 〇11igellcecan七 〇uch

・ 七helivingsoul,もherecomesuponmeasenseofehilLdiscouragemen七.

ofdrearydeprivation.Iamwon七 七〇thin、kdha七IcanhearHomerr

and,assuredly,ifanymanenjoyshim,itisI;butcanIfora

momen七dream七hatHomeryieldsmealIllismusic,七hathisword

istomeastohimwhowalkedbytheHellenicshorewhen且ellas

lived?Iknow七hattherereachesmeacrossthevastoftimen(レ

り
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morethanafain七andbrokenecho;Iknowtha七itwouldbefainter

sti11,bu七itsblendingwith七hosememoriesofyouthwhiGhareasa

glimmerof七heworId,sprimevalglory.Le七every臨nd.haveloy

ofitspoe七;forthepoe七isthelanditself,allitsgroa七nessand

i七ssweetness,alltha七incommunicableheritageforwhiehmenlive

anddie.Aslclose七hebook,10veandre▽erenGepossess皿e.

ロ

Whe七herdoesmyfullheartturntothegreatEnchanter,or七 〇

七heIslanduponwhichhehaslaidhisspell?Iknow'no七.Icannot・

thinkofthe皿apart.In七heIoveandreverenceawakenedbythis.

voiceofvoices,ShakespeareandEnglandarebutone。

即 ち,Shakespeareの 生 国 に 生 まれ た ばか りに,そ の母 国語 で 作 品 を 読 む

こ とが出来 る至福 に深 い感激 を洩 らしてい る。 「春」 の部 の第二章 には,

Allplacesthaもtheeyeofheavenvisi七s

Areto七hewise】 〔nanpor七sandhappyhavens.

とRichardII,Liiiか らの 引用 を以 て,詩 人 は賢者 の智 慧 を示 して くれ るが,

自分 は この智 慧 を体得 し得 る程潤 達 な人間ではない。自分 は 世界人ではない。

イギ リスを離 れては住む場所 は ない と,詩 人 とは反 対 の意 向 を 洩 らしてい る。

「夏」 の第十九 章 には,2HenryW,匿.iiか らの 引用 が あ る。 とあ る田舎

町 で,疲 れ た か らだ を寝 台 に托 す る と,間 もな く課 つい て 了っ た。 夜申 になつ

て,何 か の物 音 に 目が さめ る。 暗 闇 の申 に音楽 らしい ものが きこえて くる。 頭

がはつ きりす るに従 つて,教 会 堂 の鐘 の音 と判 る。・何 時頃 なのか し ら?マ ツチ

を すつ てみ る。

皿idnigh七.Thenaglowcanユeoverme,"Wehaveheard七hechimes
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a七midnight,Mtaster'Shallow1,,NevertillthenhadIheard七hem.

Ahd七he七 〇wninwhiehIslep七wasEvesha】 【n,butafθw皿iles

fromStra七fordつn-Avon.

「夏 」 の 第 二 十 七 章 に はTempestの 読 後 感 が の つ て い る 。 彼 はTempest

を 最 も愛 好 す る戯 曲 と 告 白 し て い る・ 至 高 の 想 像 力 が 産 ん だ 美 事 な 傑 作 で あ り

巨 匠 の 手 に な る 完 壁 の 作 品 で あ る と賞 讃 の 辞 を 惜 し ま な い 。 こ の 中 に,一 切 の

戯 曲 中 で 最 も高 尚 な 瞑 想 人 生 に 関 し てShakespeareの 到 達 し た 最 後 の 見

解 が 含 ま れ て い る と彼 は 云 う。 即 ち そ れ は

Ourrevelsnowareended.Theseouractors,

AsIfore七 〇ldyou,wereallspiri七sand

Aremel七edin七 〇air,in七 〇 七hinair:.

And,Iike七hebaselessfabricofthisvisiol],

Thecloud-cal》P,d七 〇wers,thegorgeouspa1aces,

Thesolemn七emples,七hegreatglobei七self,

Yea,,allwhichi七inheri七,shalldissolve

And,likethisinsubstantialpagean七faded,

■eavenotarackbehind.Wearesuchs七uff

Asdreamsaremadeon,andourIi七 七1elifo

Isroundedwithasleep.TheTe】anpest,IV.i.148.

～・噸

駒

「秋 」 の 第 五 章 に は,Macbe七h,V.iii.か.ら

And七hatwhichshouldaccompanyoldage,

Ashonour,10ve,obedience,七roopsoffriends,

の 一句 をた くみ に取入れ て来て 「若 し立派 に暮 した生涯 の 証拠 が`r尊 敬 ・愛情

・服従 ・友 垣』 の申 にみ られ る筈 とす るな らば,自 分 の一・生 な どは,全 く人前
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99)

「秋」の第九章には

GivemeanounGeofcive七,good

Apothecary,tosweetenmyimagination:

-KingLear
,IV.vi.133.

が引用 されてい る。 これは心霊現 象の研究 に対 す る嫌悪 の情 やみが た くして,

思 わ ず救 い を求 め る気 持 で吐 い た 「リア王」 の一節で あ る。

同 じ 「秋」 の第九 章にHamletか らの 引用 が あ る。

♂、
CanIpluek七heflowerbythewayside,and,asIgazeatit,feel

that,ifIknewall七heteachingsofhistology,morphoiogy,and

soon,withregardtoi七,工shouldhaveexhaus七edi七smeanings?

Wha七isallthisbu七words,words,words?

り

・こ の 最 後 の"words,words,words"がHamle七 ,fi.ii.196か らの 引 用 で あ る 。

「秋」 の第十六章では,精 神 方面 の こ とを熱 情 を こめて研究 し,尊 い 時間 を

邪 魔 しよ うとす る世間 一般 の俗事 をあ くまで避 けよ うと努 め る人の ことを とり

あげてい る。彼 は自己の学識 を売物 としな けれ ばな らず,絶 えず 貧 窮 になや ま

され乍 ら・精 励野力 を重 ねなけれ ばな らない。血行 も・神経 も・筋 肉 も正常 の

働 きを示 し得 な くな る。か くて彼が羨望 の目を以 て見 るのは 一一Thosewho

`・swea七intheeyeofPhoebus　 (Henry▽
,IV.i,293)で あ る。

「冬 」 の部 の第 四章 で は,濃 い霧 の朝 の出来 事 が し るされ てい る。 風邪 をひ

き,眠 れ ぬ一 夜 を あか して,そ の後 は意 識 を失 つ た よ うに して数時間 を す ご し

て しまつた。す ると突然 けたたま しい叫び声 に目が きめた。往来 の人達が,今
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執行 されたばか りの 死刑の模様を大声で話して行 く。

Amorning,ofmidwinter,roofsandwayscoveredtwithsoot--

grimedsn.ow.under七heghas七lyfog・pa11;and,whilstIlaythere・

inmybed,thatwoman'hadl)eenledou七 ・andhanged-hanged..

1七houghtwith・horrorof七hepossibili七y七hatImigh七sickenand

dieintha七wildernessofhouses,no七hingabovemebut``afoul

andpes七ilon七congregationofvapours.',(]ヨ 【amlet,H.ii.322)"

「

「何かやつてみたい と思 う時 に,金 に糸 目をつ けず にや れ るの は愉快 な こと

であ る」 と書 き出 して,「 他 人 に金 を施 して やれ るの は,そ れ に もま して楽 しい

ことだ 」 と断 じ・五ナ ボ ン ドの小切手 をS-一 一 に送 つ た 時 の感懐 を下記 「ベ ニ・

スの商人」 の一一文 に托 してい る。(「 冬」 の第三 章)

1七blessethhim七hatgivesandhim七ha七 七akes.

一 一・-MerchantofVeniGe
,W.i.187.

「冬」 の部第十二章 に於 ては,GissingはRyecrof七 を して,一 生 の最 悪 の・

時代 を経 過 した者 として,現 在 の心 境 を語 らせ てい るが,こ の手 記 の文 として

嫉珍 らしく嵐吹きすさぶ夜半に快哉 を叫ばしめ・

Formyself,七hereisevencomfortin七heroaringdark;forIfeeI

七hestrengthof七hegoodwallsalbou七me,andmysafetyfrom-

squalidperilsuchaspursuedmethroughaIlmylabouringlife.

と豪語 しナこあ とに,

"Blow
,blow,thouwinterwind!"
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IAsYouLikeIt
,皿 。Vii.174.

.と"Asyoulikei七"か らの 引 用 を 以 て 昂 然 た る意 気 を示 して い る 。

MILTON

JohnMiltbn(1608～74)を 引 用 し て い る の は,本 書 の 終 りに 近 い 「冬 」 の

蕗 二 十 五 章 で あ る 。 こSでGissingはRyecroftを し て ・静 か に 重 い η 調 で

Toliveinquietconten七issureIyapieceofgood

citizenship.

と 達 観 した言葉 を洩 らさせ て い る。貴 い努力 に生 きる,勇 敢 で寛 大 な心 の持主 。

頭 脳 明 晰,眼 識 鋭 敏 な人 々。幸 運 に も不 運 に も動 じない人 々。気力,徳 操 と も

・に生 粋 の 英 国 人 ら しい 人々……世の申 の人が騒 ぎまわつて破壊 をしてい る間 に

破 は建設 し,強 化 してゆ く。彼 は如 何 な る場合 に も希望 を失わ ない。

``Fallenonwha七everevildaygandeviltangues
,,,heremembers

thatEnglishmanofoId,who,undereverymenace,boreright

onwardS.… …

tと最 後 を 結 ん で い るが,"FaUeR… …tangues"はParadiseLost,Vii.26か

あ の 引 用 で あ る 。

'POPE
,COLILINS,GRAY.

「秋Jの 第 四章 に於 ては,英 国 の詩 の特 色 は 自然 の愛 に あ り,特 に田園風 景

の中 に見 られ る 自然 の愛 に あ りと論 じ,国 語 の発 達 の 初 期 に於 け る"Cuckoo

Song"か ら,Tennysonの 傑 作 に至 る迄,自 然 の 愛 が 基調 に なつ てい る と強

調 し,劇 に 於 て さ え 同様 の こ とが 断 じ得 るとして,Shakespeareか ら自 然描

写 や 田 園 の叙 景 を除 い た としたな ら,そ の損 失 は如 何 ばか りで あ ろ うか と,吾
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々の心 胆 を冷 や した後 に

田hereignoftheiambiccoupletconfined,butcouldno七suppress少

thisna七ivemusic;popenotwithsもalldillg,therecamethe``Odeto・

E▽ening,,and七ha七``]団1egy.,,"

と語 り続 け,特 に"Elegy"の 如 きは ・ 思 想 の 優 美 な こ と と,表 現 の 高 貴 な点 二

で は,英 国 全 体 の好 情 詩 の 中 で も比 類 の ない もの で,最 もイ ギ リス ら しい 本 質

を そ な え た 詩 で あ る と,言 葉 を 極 め て 賞 揚 し て い る。"Ode七 〇Evening"は 、

WilliamCollins(1721～59)の 名 作 で あ り,"Elegy"は 勿 論ThomasGray・

(1716～71)の``ElegywritteninaCountryChurchyard　 で あ る 。

嘱

BURNS

RobertBurns(1759～96)は 「春 」 の 第 二十 章 に,そ の代 表 作 の 一 つで あ・

る"TamO'Shanter"が 出 て くる。 この第 二十 章 で は芸 術 の定義 を下 して,人

生 の感 興 の満 足 な永 続 的表 現 と云つてい る。芸術 家の うける感興 は,常 人 の経

験 す る もの よ りも強 烈 で あるが,芸 術 は あ る程 度 まで万 人 に許 された もので あ

り,日 の出 と共 に野良 に出 て,怪 しげ な歌 まが い の もの を 口ず さむ農夫 も詩人

で ある。彼 は異常 な感興 にそ ～られて歌い出 る。その詩 はなまなが ら,自 分 の

創 作 で あ る。 同 じ く鋤 を手 に しなが ら,雛 菊 や 野 鼠 の こ とを歌 つ た り・"Tam

O'Shater"の 歌 物 語 を作 つ た人 も,矢 張 り農夫 で あつ たが,人 生 は微 妙強 烈 な

詩趣 を彼 に与 え ・更 に彼 はそれ を人 々の胸奥 に徹 し・幾年代 も魅 力を失わ ない

言葉 と音調 を以 て表現 した ・ 一とRyecroftの 口を通 してGissingは 説 い て

い る。

露

SHELLEY

「春」の第八 章でRyecroftはDevonの 春 の訪 れ の早 い の を喜 び なが ら,

この あた りで は残 りの禾 の葉 の 落 ちつ くした姿 を確 め もしない うちに,西 の方
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か らそ よ風 が 吹 きは じめ て,花 の たよ りの先 き触 れ に心 は ときめきを覚 え る一

一 と述懐 してか ら,灰 色 の大 波 をた ～えた よ うな空 は,ま だ 二 月 の 世 界 を物 語

つ てい る とい うのにその空 の下で さえ一

皿ildwindsshake.theelderbrake,

Andthewanderingherd8me111mow

That七hewhiteもhornsoonwillblow

-PrometheusUllbOuれd
,i.793.

〆 とP .B.Shelley(1792～1822)か らの 一 句 を引用 してrに わ と こ」 の 林 をわ

た るそ よかぜ に,自 さん ざ しの花 を偲 ばせ てい る。

TENNY80N

AlfredTennyson(1809～92)は 「冬 」 の部 に二 度 出 て来 る。 最 初 は 第 十

八章で,科 学 は人 類 の残 忍 な敵 な りとして これを憎 んでい る。 科学は人生の素

朴 な優雅 さや世界の一切 の美 な る もの を破壊 し,文 明 な る仮 面 の下 に野 性 を よ

み が え らせ,人 心 を暗 くし,頑 くな に して い る・ 一と慨 き,

工seei七bringingatimeof,vastconflicts,whichwillpaleinto

insignificance``the七housandwa,rsofold,',and,aslikelyasnot,

willwhelmallthelaboriousadvanGes'ofmankindinblood・

drenchedchao8.

と結 ん で い るが,こ の 引 用 句 はInMemoriam,CVI.Vii・ か らの もの で あ る。.

今一つは同 じ く 「冬」の第十九章。 この章 にはク リスマスの鐘 に誘 われ て家

を出て,柔 か い冬 の 日ぎ し に あて ど もな くさまよい歩 いた時 の感想が洩 らされ

てい る。風 に吹 きま くられ た冷 たい灰色 の大空 と,そ の空の 下 に 一面 に積 もつ
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た新 雪 の 光 とを見 る もの とばか り思 つていた のに,空 は 柔 か く輝 きわた り昌,大

地 は しつ と りとしめつ てい る。今管は賑やか な集 いには加わ るまい・遠 い遠 い

昔に黙 して しまつた人達 の声 をきs,自 分 ひ と りの しあわせ な思 出 をr・ほsえ も

う

WhenI.wasscarceoldenough七 〇uuderstand,Iheardreadby

thefireside'七heGhristmass七anzasof"lnMemoriam。"To-nightI

havetakendownthevolume,andもhevoiceofsolongagohag

readto皿eoncoagainreadasnoo七hereverdid,thatvoice

whichtaughtme七 〇knowpoetry… …

、

画




